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【昨日の市況概要】 公示仲値 -

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 104.08 1.2187 126.84 1.3525 0.7721

SYD-NY High 104.40 1.2222 126.99 1.3558 0.7767

SYD-NY Low 103.81 1.2132 126.57 1.3451 0.7667

NY 5:00 PM 104.24 1.2150 126.64 1.3515 0.7695

NY DOW 31,008.69 ▲ 89.28 日本2年債 - -
NASDAQ 13,036.43 ▲ 165.54 日本10年債 - -

S&P 3,799.61 ▲ 25.07 米国2年債 0.148 1.20bp          
日経平均 - - 米国5年債 0.505 1.93bp          
TOPIX - - 米国10年債 1.143 2.56bp          

ｼｶｺﾞ日経先物 28,045.00 ▲ 270.00 独10年債 -0.4950 2.65bp          
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,798.48 ▲ 74.78 英10年債 0.3080 2.35bp          

DAX 13,936.66 ▲ 112.87 豪10年債 1.0900 ▲0.10bp       
ﾊﾝｾﾝ指数 27,908.22 30.00 USDJPY 1M Vol 6.40 0.35%
上海総合 3,531.50 ▲ 38.61 USDJPY 3M Vol 6.40 0.13% 　

NY金 1,850.80 15.40 USDJPY 6M Vol 6.60 0.07%
WTI 52.25 0.01 USDJPY 1M 25RR -0.43 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 172.73 ▲ 0.62 EURJPY 3M Vol 6.68 0.15%
ドルインデックス 90.47 0.37 EURJPY 6M Vol 6.80 0.06%

【マーケット・インプレッション】

　

■今週のドル/円　見通し

担当：大熊・天雲 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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東京市場が休場の中、ｺﾛﾅ感染者数増や、割高感から中国株やﾋﾞｯﾄｺｲﾝが下落し、ﾘｽｸ回避の動きに海外市場で特に対
新興国通貨等でﾄﾞﾙｼｮｰﾄｶﾊﾞｰが強まり、104.25まで戻したﾄﾞﾙ円は、104.18ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。本日は主要な米経済指標の
発表が予定されていない中、ﾄﾞﾙ円は米金利上昇の動きにﾃﾞｲﾘｰの一目均衡表雲の下限が観測されている104.30を抜け、
104.40まで上昇する。その後は戻り売りに104.06まで反落する。午後はﾎﾞｽﾃｨｯｸ･ｱﾄﾗﾝﾀ連銀総裁(中立派/今年投票権
有)が、「3月までに更なる措置が必要か判断する可能性」、「今年終わりの資産購入のﾃｰﾊﾟﾘﾝｸﾞに関しては心を開いてい
る」との発言もあったが、市場の反応は限定的となり、104.15付近での狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、104.24ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞし
た。尚、午前中米下院民主党でﾄﾗﾝﾌﾟ氏の弾劾決議案が提出されたが、市場に与えた影響は限定的であった。一方、海外
市場でﾄﾞﾙ買いが強まったことから1.2155まで下落したﾕｰﾛﾄﾞﾙは、1.2167ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾄﾞﾙ買いが継続したこと
から1.2132まで下落する。午後に入り一旦ﾄﾞﾙ買いが落ち着いたことから1.2174まで戻すものの、米金利が上昇を続ける
中上値を重くし、1.2150ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。
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ｱｼﾞｱ時間のﾄﾞﾙ円は104.08ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡東京休日となる中、米国の財政出動期待を背景にﾄﾞﾙ買い地合が継続し､一時
104.22まで上昇する場面が見られた｡しかし､中国株が前営業日対比約1%安で引けるなど､株価の調整を受けてﾄﾞﾙ円の
上値の伸びは限定的なものにとどまり､104.15を挟んでもみ合い推移に終始した｡結局､104.13ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った｡
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は104.13ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､材料不足で方向感が出にくい展開｡約20銭のﾚﾝｼﾞで横ばいし､104.18円でNY
に渡った。

昨日の海外市場でのドル/円は底堅い展開となった。バイデン次期政権下での米追加経済対策への期待の
高まりを背景に米10年債利回りが上昇、ドル/円は104円台にしっかりと乗せる値動きとなった。また、米政治
動向を巡る不透明感によるリスクオフのドル買いの動きもあり、休日明け東京時間早朝も104円台前半での値
動きとなっている。本日のドル/円は、底堅いながらも上値重い展開を予想する。米長期金利の上昇を追い風
に、市場ではFRBによる早期利上げもあり得るとの見方があること等がドルの支援材料となりそうだ。一方で、
米金利急騰を受けて米株は3指数揃って下落、また、先週末の米12月雇用統計では非農業部門雇用者数が
前月比14万人減少していることから、コロナ禍からの景気回復失速が懸念されることが重しとなり、上値は限
定的となりそうだ。

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月8日 22:30 米 平均時給(前月比/前年比） 12月 0.8%/5.1% 0.2%/4.5%
22:30 米 非農業部門雇用者数変化 12月 -140k 50k
22:30 米 失業率 12月 6.7% 6.8%

1月9日 00:00 米 卸売売上高(前月比) 11月 0.2% -
00:00 米 卸売在庫(前月比)・確報 11月 0.0% -0.1%

1月11日 09:30 豪 小売売上高(前月比)・確報 11月 7.0% 7.0%
10:30 中 PPI(前年比) 12月 -0.7% -1.5%
10:30 中 CPI(前年比) 12月 0.0% -0.5%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
1月12日 クリーブランド連銀総裁　講演

田中 竹内 筒井 加藤 甲斐 牛島 山岸 田坂 尾身 上野
ベア ベア ブル ブル ベア ブル ベア ベア ブル ベア
山口 小野崎 玉井 原田 大庭 上遠野 松本 逸見 大谷 小林 ブル ベア
ベア ブル ベア ベア ブル ベア ベア ベア ベア ベア 6 14


